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平成２７年度 第５５回全国審判講習会参加報告

南支部 福原昌宏

４月２５，２６日の二日間、阪神甲子園球場にて行われた全国審判講習会に参加させて

頂きました。非常に貴重な経験をさせて頂き、この場を借りて関係者の皆様へ感謝申し上

げます。

この時期には珍しいとのことですが二日間とも晴天に恵まれ、憧れの甲子園球場で目一

杯走り回ることができました。

受講者は北海道から２名と各都府県から１名の合計４８名で６班に分かれ、講師は赤井

委員長他２５名の方々からご指導いただきました。近くに講師の方が常にいるので、各場

面での考え方を聞いたり、疑問に思ったことを確認することができました。

まず初めに、赤井委員長から以下のお話を頂きました。

今年の重点実施事項では「白い線には意味がある」と書いた。線の意味を理解して

ほしい。例えばスリーフットレーンは完全に閉じられていないが、その意味について

も考えてみてほしい。

各地の講習会にお邪魔しているが、仕上げの四人制のキャンプゲームではいつも崩

れてしまう。今年の講習会では三人制を取り入れる。常に周りを気にしなければなら

ず顔が下を向く暇がない。三人制を経験することで四人制の精度を高めてほしい。

その後、実技へと移りました。実際にいろいろな講師の方からお話を聞くと、「正しい判

定」をするために皆さんそれぞれ研究され、様々な方法を考えて試していると感じました。

また、講習会は手引きに書いてある基本を確認するためのものだが、手引きはあくまで

「こうしたら良い」というものであり、各自手引きを確認しながら研究し、より良い判定

ができるようにしてほしいとのお話を頂きました。

まずは基本に忠実に、そして教わった様々なことを実践して、自分に合った方法を追及

していく必要があると思います。

基本的なことは手引きに記載されていますので一つ一つ記載しませんが、私が学ばせて

頂い中でポイントと思われることをいかに記載致します。ただし、これがすべてというわ

けではなく、一つの考え方として参考にして頂ければ幸いです。

○三人制フォーメーション

委員長のあいさつにもありましたが、今回の講習会では三人制のフォーメーションを重

点的に行いました。三人制は打球を判定した後すぐに走者もカバーする必要があるととも

に、一人で複数の走者を確認しなければならないため困惑する場面が多くありましたが、

視野を広く持つようになるためには非常に有効だと感じました。
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実技と座学で行われましたが、ポイントになると思われる点について以下に記載します。

・三人制は視野が広がるため、四人制につながる。手引きに三人制メカニクスが復活し

たのは

１．遊撃手側の内野に位置する塁審の基本

２．打球に対する判断

３．空いた塁へのカバーリング

など、四人制のメカニクスをさらにグレードアップするためのものであり、ハンドブ

ックとは多少違う。

・各地区の講習会を三人制でやれと言っているわけではないが、二人制・三人制を経験

して、さらに判定技術の向上に努めてほしい。

・走者一塁、一・三塁、満塁の場合、三塁塁審が遊撃手側に入る。

・走者一・二塁、二塁、二・三塁の場合、一塁塁審が二塁手側に入る。（ハンドブックで

は走者一・二塁の場合三塁塁審が遊撃手側に位置するが、高校野球では盗塁やバントの

ケースが多いので一塁塁審が二塁手側に入ることとしている）

・内野内に位置した塁審は基本的にワーキングエリア（マウンド後方のエリア）に留ま

ってプレイを確認する。

・打球判定については、追うべき打球か否かを判断する必要がある。トラブルボールは

追って判断する。ただし、四人制の時のように深追いはしない。内野内に位置した場合

は追ってもベースラインを超えないこと。イージーボールは追わずにその場で判定する。

・抜けていくような打球は判定不要だが、まずは打球判定が大事。まずは打球方向へス

テップアップし顔を向ける。

・ハンズ・オン・ニーはタッチプレーとフォースプレー。ボールがあり、走者がいて、

プレイがそこで起こる場合のみ。その他はスタンディングで常にアップライト。

・走者の触塁確認は凝視せずに動きながら「ちらっと見る」ようにするが、触塁だけで

はなく塁の近くのプレー（野手との接触など）を見ること。

・走者一・二塁では一塁塁審が内野内に位置するため、二塁→一塁のダブルプレーの場

合、一塁塁審が両方とも判定することになる。二塁フォースプレーを判定した後、４５

フィート方向へ移動し、一塁のフォースプレーを判定する。もし二塁でオフザバッグと

なった場合には、一塁の判定後に再度二塁方向を向いてオフザバッグのジェスチャーを

する。

・他の審判との合図の交換も必要となるが、「オッケー」と声を出すと、選手が勘違いし

て止まってしまう場合があるので、あまり言わないほうが良いのではと感じている。日

本語で「まかせた」などなら大丈夫かもしれない。（日野さんより）

○球審の基本動作

・守備の要が捕手ならば、試合の要は球審である。「よし、さあ来い」という気持ちで投
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球判定するとともに、アグレッシブに動くことで試合が引き締まる。

・マスクオフして走る場合には、マスクを持っている左腕もしっかり振ることを意識す

る。しっかり腕を振ることで足も上がり、格好良くなる。格好良くすることが目的では

ないが、見た目が良い方が信頼される。

○投球判定

・トラッキングについて、捕手のミットにボールが収まるところまで目で追い続けるよ

うに言われているが、本来であればホームベースの上方空間で判定するので、そこで写

真を撮るように目を止めることになる。ただし、投手の手から離れたところからずっと

投球を目で追うための練習としてミットに収まるまでしっかり見るようにしている。

・ゲットセットの際は球審の顎が捕手の頭よりも上にあるように構えるが、各個人が自

分の高さを持っており、捕手の大きさが変わっても球審の構えの高さは変わらないこと

が多い。ホームベースがしっかり見えるように捕手の大きさに応じて構える高さも変え

るように心掛ける。

・低めすれすれのファールチップやインコースの打者に当たるか当たらないかの投球に

対しては、顔を動かすなどアジャストして見る努力をすること。甲子園で球審をしてい

る我々はそういった努力をしている。

・講習会では次の人が外角のコースを確認し、入っていたか否かを伝える。これをする

ことによって外角の感覚をしっかり身に着ける。

○一塁フォースプレイ

・スターティングポジションは野手の邪魔にならない位置で、ベースに近い位置をとる。

・プレイポジションは送球に対して９０度。

・タッグプレイになりそうな場合は野手と走者の間が見えるようにアジャストする。何

でもかんでもライン際に動くのではない。下手に動かないほうが見えやすい場合もある。

・送球が暴投になった場合には、打者走者の動きに注意する。

○二塁フォースプレイ

・常にボールに正対するように動くこと。

・二塁手側に位置しているときに、一塁線へのバントに対して送球線を横切って移動し

てしまう人がいるが、相当一塁側まで転がらなければ邪魔になることはないので、下手

に動かないほうが良い。動くのであれば打球を処理する前に素早く動くこと。

・コールのタイミングが遅くなりすぎないようにする。投げ終わってずいぶん経ってか

らのコールでは間が抜ける。アウトが確定するタイミング（送球を確保して投げ手に移

るタイミング）でコールする。
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○盗塁判定

・二塁への盗塁の判定は４ステップで移動する。移動の際送球線上に入らないように注

意すること。大きな歩幅で移動すると送球線上に入ってしまうので、小さな歩幅を心掛

ける。

・三塁への盗塁の判定は打者が打たないことが分かったタイミングで素早く１歩目をス

テップすることが重要。

○本塁周辺のプレイ

・ボールを持った捕手は塁線上に位置することができるが、レガースを使ってブロック

することは許されない。シートノック時の捕手を見ていると送球を受けた後にブロック

に行く姿をよく見かける。（実際にモデル校の捕手にどうやってタッチに行くかやって

もらったところ、半数以上がブロックしていた）これを直すように日頃から注意してい

ってほしい。

・本塁周辺で捕手と打者走者がぶつかり、どちらも悪くない場合にはセーフのジェスチ

ャーとともに「ナッシング」のコールをする。今まではノーボイスでセーフのジェスチ

ャーのみだったが、捕手や打者走者には見えないことからコールすることとなった。

・本塁のクロスプレーを見る位置に注意すること。場所によってタッグやベースタッチ

が見えなくなる。送球が来た時にプレイを予測してアジャストする。ただし、バタバタ

しないこと。

○打球判定

・ゴロの打球に関してはベースを通過したら直ぐに判定すること。

・外野飛球の場合、地面すれすれで捕るような打球は屈んで見る必要があるかもしれな

いが、高い位置の打球は屈むと視野が狭くなるのでスタンディングで見る。

・ホームランのジェスチャーは打った打者を褒め称える気持ちを込めて、大きなジェス

チャーと大きな声で。

○ランダウンプレイ

・同一塁上に二人の走者がいてタッグされた場合には後者がアウトとなるが、しっかり

どちらがアウトであるか走者を一人ずつ指さして「ユー・セーフ」「ユー・アウト」と

コールする。また、コールはセーフを先にすることで、走者が勘違いして塁を離れるの

を防ぐことができる。

・タッグがあった時に走者を指して「オンザタッグ」とコールする人がいるが、これは

本来打者走者へのスワイプタッグのみに使われるものであり、高校野球ではそれ以外の

ところでやらないこと。
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○投手に関する説明

・捕手は投球を受けたら直ぐに投手へ返し、投手は直ぐに投球することが基本。

・軸足の置き方について投げるときにプレートから離れてしまう下図のような状況はダ

メなので注意して止めさせること。

○【座学】第８７回選抜大会の振り返り（赤井委員長）

・スリーフットレーンの内側を走ってはいけないということを、昨年の日本シリーズを

例に監督会議で注意したことにより、今大会では１度だけ注意したのみだった。

・二塁走者の紛らわしい行為（打者にコースや球種を伝えていると間違われる行為）に

ついて、投球動作に入ったら腕を上げたりするような紛らわしい行為はしないようにお

願いしていく必要がある。

・球審は「目をつぶらない」ように努力する。最近の打者はベースに近づいて来るので

死球なのか見極めなければならないし、ワンバウンドでの捕球なのか直接捕球なのかも

見極めなければならない。打者近くの投球はトラッキングのみだけではなく顔や体を動

かして見に行くことも必要かもしれない。

・しっかり目を開いて見ていれば何を言われても自信をもって突っぱねることができる。

選手はワンバウンドで捕ってもノーバウンドで捕ったようにアピールする。嘘つきの高

校生を作らないためにもしっかりとみることが大事。

○【座学】手引きの変更点について（橘さんより）

・２０１５年度の規則変更については P14参照。

・高校野球特別規則の７．を新規に記載。規則 3.05(d)は攻守交替で投手がファウルライ

ンを越えたらその投手は第一打者がアウトになるか一塁に達するまで投球する義務が

あるというものだが、高校野球では伝令が交代を伝えるので投手にうまく伝わらずマウ

ンドに向かってしまうことが多々あるので、規則適用除外としたもの。

・高校野球特別規則の１５．にタイブレーク制を追記した。なお、１６．の引き分け抽

選制度とは併用できない。また、サスペンデッドの項目は削除となった。

・四人制メカニクスの二塁塁審が外に位置する場合で無走者・二死三塁の時は「三塁か

ら二塁の延長線上からやや中堅より」とした。これは左翼手側の打球にも対応しやすく

するためである。また、内野手が前進守備をとった場合の走者一・三塁の場合などは「一

本塁方向

つま先がプレートから大きく

はみ出していると、ボールをリ

リースするときにはプレート

に触れていないことになるの

でダメ。
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塁から二塁の延長線付近」とした。これはケースによって位置を変えるためである。

・四人制メカニクスの走者一塁・中堅手より左側の打球を三塁塁審が追った場合のケー

スに GUIDEを追記した。これはこのような動きでも良いのではないかということで記載

しており、ぜひ研究してほしい。

・高校野球用具の使用制限については、必要以上に派手にならないための規則である。

現場にて判断に迷うことがあるということで、できる限りわかりやすくなるように記載

した。

－受講者より「巨人の長野が使用しているズボンの上に被せるタイプのストッキング

の使用許可が出たという学校があるのだが本当か？」との質問がありました。これ

はこの春の大会でこのタイプのストッキングで出場した高校があり、大会側が気付

かずに試合を行ってしまったようで、このストッキングの扱いについては本部預か

りでまだ正式な見解は出ていないとのことでした。

最後に、甲子園で判定されている講師の方々を見て、皆さんとにかく研究熱心で、どう

すれば正しい判定ができるかだけではなく観衆にもしっかり伝わるかということをよく考

えていると感じました。また、おどおどせずに堂々としていて、「この審判が判定するのな

らその通りだろう」と思わせるような雰囲気を醸し出していました。

それを見習いながら初心を忘れず、そして高校生の懸命なプレーにしっかり応えられる

ようこれからも精進していきたいと強く思いました。

非常に貴重な経験をさせて頂きありがとうございました。

以上








